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「過去の自分は変えられないが、これからは声を上げ続けると心に決めた」（アキオンさ

「国民の命と健康を守らない高市自維政権は退場を」」（ヨシママさん） 
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７月２４日の第５０回タウントークは、
市民と野党の共同アクションとして夕
刻のＪＲ奈良駅前で開催。 
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自衛隊名簿提供違憲訴訟 
（ＲＹＵ裁判）について 

弁護士 諸富 健  
ご存じの方も多いかもしれませんが、自衛

隊は対象者に募集案内を送るために、毎年
自治体から若者の個人情報（住所、氏名、
生年月日、性別）を本人の同意なく入手して
います。従来は、住民基本台帳を閲覧してい
たのですが、近年紙媒体や電子媒体で個人
情報を提供する自治体が増え、現在その数
は約３分の２にのぼります。 

２０２３年７月上旬、自衛隊からの募集案
内はがきを受け取った奈良市在住の高校生
がこれはおかしいと思い、翌年３月２９日、国
と奈良市を相手に国家賠償請求訴訟を提
起しました（通称「ＲＹＵ裁判」）。対象者本
人が提訴した全国初のケースです。今年３
月には岐阜で全国２例目の訴訟も提起され
ました（通称「とも」裁判）。 

訴訟の大きな争点は、名簿提供に法的根
拠が認められるかどうかです。被告らは、自
衛隊法９７条１項の委任を受けた同法施行
令１２０条に「防衛大臣は、…市町村長に対
し、必要な報告又は資料の提出を求めること
ができる。」と定められていることを根拠とし
ています。 

しかしながら、憲法１３条で保障されてい
るプライバシー権がこのような規定で容易に
侵害されることが許されるはずがありませ
ん。自衛隊法９７条１項にはプライバシー権
について一切触れていないにもかかわらず、
その下位規範で内閣が定める施行令でプラ
イバシー権を侵害することになれば、委任の
範囲を超えることになるのは明らかです。 

提訴から２年以上経過し、口頭弁論期日
も１０回を数えますが、論点は多数にのぼり、
まだまだ主張すべきことが残っています。高
市政権が誕生して軍事強化が加速していま
すが、人的基盤の強化はその重大な柱の一
つです。国策の根幹にも関わる重要な訴訟
ですので、是非ご注目ください。充実したＨＰ
もありますので、検索してみてください。 
 

旧統一教会問題を考える奈良の会  
代表 前 圭一  

２０２２年７月、奈良市西大寺駅前において安倍元首相が銃
撃され死亡するというショッキングな事件が起こりました。事件
後、この事件を起こした山上徹也さんが旧統一教会の被害者
であり、安倍元首相をはじめとした自民党が統一教会と癒着
関係にあることが明らかになりました。旧統一教会の信者であ
った山上さんの母親は１億円もの献金を行ったことにより、兄の
自殺など山上さんの家庭は破壊しました。こうした献金問題が
きっかけに統一教会の反社会性に対する批判が強まり、２０２６
年６月、文部科学省による解散請求命令が最高裁で確定しま
した。旧統一教会は法人格を失いますが、形を変えて活動する
動きはあります。 

因みに、最近旧統一教会日本支部から韓国の本部に送られ
た「ＴＭ報告書」が明らかになりましたが、これには高市首相や
自民党の国会議員との癒着関係が赤裸々に記述されていま
す。こうした動きは今後も注視していかなければなりません。 

一方、２０２５年から始まった安倍元首相襲撃事件の裁判
（山上裁判）は、２０２６年１月に奈良地裁で終身刑の判決が
出されました。私たちは、この裁判に対し加害者である前に被
害者だったと、温情ある判決を求めましたが、判決は「生い立ち
は犯行に大きく影響しておらず」、安倍首相に「落ち度は何ら
見当たらない」と、生い立ちや犯行の動機をほとんど考慮しな
い酷いものでした。そこで、私たちは大阪高裁の控訴審で公正
な審議が行われることを求める署名を進めています。 
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７月１４日、祝園奈良の会
の八木健彦共同代表が
２，０９９名の署名を真銅
正宣・奈良市副市長に手
交し、１時間懇談しました。 

旧統一教会解散命令と山上裁判 

変貌する自衛隊の実態を 
  諸富弁護士からもっと詳しく聞いてみよう 
日時： １０月１７日（土）１３：４５～１６：１５ 
会場： 奈良市北部会館 ３階会議室１・２ 

＊高校生・大学生を持つ親、 
友人が自衛隊員などのシンポジウムも。 

主催：自衛隊問題を考える奈良の会 
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国家情報会議医設置法案が成立し、スパイ防
止法が国会で審議されることを危惧し、市民監
視の「スパイ防止法」いらない奈良県民の会の
学習会として７月１１日、奈良市生涯学習センタ
ーでジャーナリスト西谷文和さんの講演会を行い
ました。 ５９名の参加者でした。 

西谷さんは、中東の取材を通じ私たちが触れ
ることのないたくさんの取材動画と日本の治安・
政治の危機について話されました。 

エルサレムの分断された現状や顔認証・無人
ドローン技術は私たちの想像を超え徹底されて
いること、パレスチナへの過酷な抑圧、ネタニヤフ
政権のプロパガンダ実態や兵士のＰＴＳＤ問題を
報告。メディアが制限され、ネット上のフェイクや
情報操作が蔓延する危険性を報告しました。 

イスラエル発のスパイアプリ「ペガサス」等によ
る監視社会化を引き合いに、日本でもスパイ防
止法や国家情報局設置の動きが進む危険性を
強調。日本の公安警察による市民監視の実態
や、戦争が最も温暖化を加速させる本質から目
を逸らす政治姿勢があることを指摘されました。 

西谷さんの軽妙な語り口に引き込まれ、質疑
応答では2月の総選挙後、壊されてしまった野党
共闘へどのように行動したらいいのかなどの質
問に、韓国の「ペンライト集会」に倣った街頭での
行動が広がっていることを話されました。無言の
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告 

スタンディングも訴える力のあること、現状を不安
に思っている人たちを巻き込む力があると話され
ました。 

 

選 挙 に お け る
公開討論会の実
施など、市民レベ
ルでの運動の必
要性もご自身の
大阪での運動の
体験からのアドバ
イスもありました。 

 
《お知らせ》 

★第５２回タウントーク   
●日時  ８月２９日（土）18:00～19:00 
●場所  学園前駅前南口  

★第５３回タウントーク 
●日時  ９月２６日（土）11:00～12:00 
●場所  近鉄大和西大寺駅コンコース  
★奈良１区市⺠連合第７回総会案内 

新たな市民と野党の共同を構築するために 
第７回総会への参加を呼びかけます！ 
 

●日時  １０月３日（土）13:30 開場 
        14:00 開会 16:30 終了予定 
●場所  奈良市北部会館 

（高の原駅下車徒歩３分） 
 

県の上告断念表明後に行われた「平群の 
メガソーラーを考える会」の記者会見。 

堀
田 

美
恵
子 
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あいあいおしゃべり会  
＊７月１７日（金）１３時半 「偽りの隣人～ある諜報員の告

白」を上映。スパイ防止法について交流。 
 感想：高市首相は憲法をないがしろにしている。踏みつぶさ

れてしまうのではないかと不安。どうしたらいいのか。＊皇
室典範は象徴天皇の拒否。国旗損害罪・個人情報保護
法など次々と悪法が決まることに対して参加者は怒りが。
話が止まらない！ 

次回：９月１８日（金）１３時半～１６時 高市首相が進める経
済、日本はどうなる？ 講師：糸谷哲郎さん 

学園前・あやめ池・⻄⼤寺・平城 
＊７月３１日（金）１０時～１２時半 世話人会 
・情勢について交流  
・寺院・神社・教会訪問について：西大寺・菅原神社・喜光

寺・秋篠寺 
・敷島に教会・鶴舞に教会・御嶽山 
・８月２３日の上映会の役割分担。各地域にチラシ配布 
次回：８月２３日（日）９時半～１２時、「偽りの隣人～ある諜

報員の告白」を上映。 
次々回：９月７日（月）１０時～１２時  世話人会 

佐保・若草地域 
＊６月３０日（火）「国家情報会議」設置法案について学習。 
＊７月２３日（木）皇室典範改正に関わって古賀茂明氏や白

井聡氏の動画を視聴、今回の皇室典範改正は単に男尊
女卑の問題に留まらず、「平和を願う象徴天皇」ではなく、
戦争できる国への転換を謀るための改正ではないかなど
意見交換。 

＊８月１１日（火）「報道１９３０」の「日本人と軍隊」の録画
を視聴し、自衛隊の問題点について意見交換。 

＊次回は９月１７日（木）１０時～市民の家 

富雄・帝塚山地域  
＊７月２３日（木）１４時～富雄公民館 情勢の交流、今後の

地域での活動について 
 ・寺社・仏閣・教会訪問について ７月３０日（木）１３時～西

光寺訪問 
 ・ペンライトデモを富雄駅で実施。（９/24、10/22…１８時

～１９時、 11/２６、12/２４・・・１７時～１８時）  
＊次回：８月２７日（木）１４時～、世話人会 
＊学習会ご案内： １０月２４日（土）１０時～１時半、会場：富

雄公民館か西部公民館 
講師：帝塚山大学・末吉洋文教授、テーマ「奈良県下の
戦争遺跡から見えてくる平和について」 

ならやまの会・⾼の原 
＊７月２０日（月）１０時～ 
《交流内容》 
 ・祝園奈良の会から署名手交やチラシ配布について 
 ・前田徹生名誉教授に講師として「国旗損壊罪・皇室典範

改正など通常国会で国会軽視の中で成立した法律につ
いて憲法との関係について」の学習会を１０月１９日（月）
１３時半～行う。 

 ・ペンライトデモ㏌高の原：７月９日（木）１９時～２０時、８月
９日（日）１８時～１９時まで、両日とも２０人近くが参加。ア
ンパンマンの歌・ジョンレノンの歌、沖縄の歌などに合わせ
ての初夏の夜の涼しい風に吹かれてのペンライトデモ。次

回のペンライトデモ in 高の原：９月９日（水）１８時～１９
時、高の原駅前 

次回：８月１７日（月）１５時～１７時まで神戸非核方式など
参加者の問題提起で交流。 

次々回：９月２１日（月）１３時半～、DVD「真相憲法」視聴。 
１０月１９日（月）１３時半～１６時：前田徹生名誉教授に
講師として「国旗損壊罪・皇室典範改正など国会軽視の
中で成立した法律について憲法との関係について」学習  

都南・済美・飛鳥・紀寺 
＊７月１８日（土）１３時半～岡谷本館 
 「偽りの隣人―ある諜報員の告白」上映   
 新しい方が参加。高市政権の国会運営や国民の事を全く 
考えない姿勢に怒りの声が。 

次回：９月１９日（土）１３時半～１６時、岡谷本館２階 
 

《奈良１区市⺠連合》 

第 1 回生駒地域交流会報告  
  ６.２６豪雨災害、高山第２工区の開発について

活発な意見交換が行われました 

 域  交  流  会  報  告  地 の 

 

 
７月２１日、たけま

るホールに１４名が
参加し、６月２６日発
生の豪雨災害のこ
と、高山地区第２工
区の開発について
の問題を中心に意
見交換がさ れまし
た。 

豪雨災害については、被害が床上浸水７７世帯、床下

浸水８９世帯、隣接擁壁崩落の危険性５件と甚大な被

害が出ているのに、小紫市長は災害直後、視察よりも老

人会のお楽しみ会を優先。実際床上浸水３０cm、汚物

も上がってきて大変だったのに、１週間たってからボラン

ティアが来ても間に合わない、枚方市では災害が起こっ

たらすぐに避難所が作られ、生駒市は対応が遅いなど

怒りの声が出されました。 

高山地区第２工区の開発については、２０年前当時

の山下真市長の当選で、開発は一旦とん挫しましたが、

データセンターの誘致に手を上げるゼネコンが現れ、再

び開発の計画が始まったとの報告があり、里山保全の

立場から、開発反対運動と共に、来春の市長選も見据

えた運動にしたいとの提案もありました。 

その他アメリカべったりの高市政権への怒り、将来へ

の不安なども出されました。 

次回、８月２５日（火）午後１時半からの交流会では、

防災問題、高山第２工区開発問題を中心に意見交換を

行っていくことになりました。 

 

生駒市で第 1 回目となる地域交
流会が７月２１日に行われました。 


